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共通するのは、石油、天然ガス、石炭、鉄鉱石、銅、水、米、小麦、食肉、マグロなど 十数項目。さらに前書の特徴は、日本や中国など九カ国の各国資源戦略編とメタル別に三編計一九項目の鉱物資源編（後書は七項目）それにコラムにあ 。他方後書は、水産資源 章にタコやアサリなど （前書は三項目） 、環境資源の章に古紙や排出権ビジネスなど七項目（前書は無） 、それに新エネルギーの章のバイオエタノールなど四項目（前書は無）にある。両書は共通する項目でも記述内容は補完関係にあり、引用の統計数値は最新でも二〇〇七年で少し古いが、手軽に参照するハンドブックである。
ところで、エネルギーや鉱物資源









































での資源管理 ための展望を示そうと、資源に関する多様な観点からの資料を集約したもの 、二〇〇七～八年に雑誌『生活と環境』 （日本環境衛生センター）に掲載した記事が中心。思索的な堅い文章で読みやすくはないが、文中では引用した文献の出典が明記され、巻末には文献紹介もあり、資源問題を掘り下げて考えてゆく上で役立つ。
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